
カスタマーハラスメント

基本指針

弊社は、御客様に対して真摯に対応し、信頼や期待に応えることでより高い満足を提供することを心掛け
ます。

従事側の心身を伴う安全を守る為に以下に指針を表記致します

従事側に対する言動や行動等に対して厚生労働省案のハラスメント対策にある全てに対して一つでも認め
られた場合、従事を止め心身の安全に務めます。又、国の指針に沿って対応します。

弊社は人権、尊厳を重視し利用される御客様、及び御親族様に対してのハラスメントを与える事無く従事
します
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カスタマーハラスメントとは
 カスタマーハラスメントとは、顧客や取引先等からのクレームを全てを指すものではありません。顧客からのクレームには商
品やサービス等への改善を求める正当なクレームがある一方で、過剰な要求を行ったり、商品やサービスに不当な言いがかり
をつける悪質なクレームもあります。

 不当、悪質なクレーム、いわゆるカスタマーハラスメントから身を守る対応が求められています。

 要求を実現するための手段•態様が社会通念上不相当な言動

（要求内容の妥当性にかかわらず不相当とされる可能性が高いもの）

●身体的な攻撃（暴行、障害）

●精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言）

●威圧的な言動

●土下座の要求

●継続的な（繰り返される）、しつこい言動

●拘束的な行動（不撤去、居座り、監禁）

●差別的な言動

●性的な言動

●孤児への攻撃、要求

（要求内容の妥当性に照らし合わせして不相当とされる場合があるもの）

●商品交換の要求

●金銭補償の要求

●謝罪の要求（土下座を除く）
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カスタマーハラスメント
に抵触する法律

傷害罪 刑法204条
暴行罪 刑法208条
脅迫罪 刑法222条
恐喝罪 刑法249条
未遂罪 刑法250条
強要罪 刑法223条
名誉毀損罪 刑法230条
侮辱罪 刑法231条
信用毀損及び業務妨害 刑法233条
威力業務妨害罪 刑法234条
不退去罪 刑法130条
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